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SCSCの昨年までの実績 
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妊婦・新生児治療訓練室 

蘇生訓練室 
実習室の紹介 



病棟訓練室 

チーム医療実践室 実習室の紹介 
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利用者数（4.1～9.3） 

2,039人 3,203人 
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 講習会開催回数（4.1～9.3） 

2013年 

2014年 

50件 77件 

利用者数は、本年4月1日から9月3日までと昨年同時期と比較した結

果、本年が1,164名の増加であった。 

講習会の開催数は、昨年4月1日から9月3日までが213件、本年同時期

で332件で119件の増加であった。 

院外を対象とした講習会は、同様に昨年50件、本年77件であった。 

本年4月1日から9月3日までと昨年同時期の比較 



隠岐島前病院 

町立奥出雲病院 

雲南市立病院 
大田市立病院 

浜田医療センター 

津和野共存病院 

島根大学病院 

・調剤薬局薬剤師 
・訪問看護師  
・保険医協会出雲支部   等 

※学会関連の認定コースも開催 

安来市立病院 

安来第一病院 

平成記念病院 

飯南町立飯南病院 

壽生病院 

出雲市立総合医療センター 斐川生協病院 

大田姫野クリニック 

姫野クリニック 

SCSCを利用した島根県内の医療施設 

定期講習会の開催決定！ 



医療シミュレーション 
インストラクターコース（Sim-ＩＮＴ）概要 

Sim-INTは、基本的医療手技や救急蘇生技術

の研修を行うと伴に、地域医療施設における継
続的な医学教育を実施するための人材育成を
目指している 
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本年度の内容 
内容 

4月 採血、点滴、採血データの見方 

5月 吸引、導尿 

6月 血圧測定、患者急変 

7月 ＢＬＳ、報告 

8月 呼吸音聴診、呼吸困難 

9月 脈診、モニターＥＣＧ 

10月 心音聴診、心不全 

11月 12誘導ＥＣＧ，心疾患 

12月 心停止に至らないために 

1月 医療事故から学ぶ医療安全 

2月 オリジナルシナリオ作成 

3月 コミュニケーションスキル 
※月に2回、同じ内容で 
コースを開催 



フェイスブック/ホーム

ページで講習会の告知、
申込みが可能 

http://www.clinicalskillup.jp/ 

SCSCの利用について 



成 果 

• Sim-INTを終了した看護師が中心となり、当セ
ンターのシミュレータを使用した研修会を開催 

• 医療シミュレータ・インストラクターネットワー
ク（INT－net）の構築 

• センター利用件数、利用者の増加 

• 地域の医療職者（訪問看護師、薬剤師等、介
護福祉士など）を対象としたコースの実施 

• 出張トレーニングの実施 

 



今後の課題 

• 遠方の医療機関、医療従事者に対する研修
機会の拡大 

• 医療従事者同士のネットワーク促進 

• シミュレーショントレーニングを実施できる
（ファシリテータ、インストラクター）人材育成 

• インストラクターコース修了者に対するブラッ
シュアップコース等の開催 

• シミュレータ管理 


